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2018 年 10 月 14 日（日）、北海道大学学術交流会館にて第 29 回北海道臨床工学会が開催

され、多くの臨床工学技士や関係者の協力のもと、盛会のうちに終了となりました。お手伝

いをしていただいた関係者の方々、講演をしていただいた先生方、演題発表をしていただい

た会員の方々、そして参加していただいた方々に厚くお礼を申し上げます。  
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閉会式では、来年は第 30 回の節目の大会とな

りますので、是非多くの方々に参加いただき、北

海道臨床工学会を盛り上げていただきたいと木

村副会長のお言葉で締められて終わりました。ま

た、来年の北海道臨床工学技士会で会員の皆様に

お会いできるのを楽しみにしております。最後に

なりましたが、ご参加いただいた方々、ご協力い

ただきました皆様には感謝申し上げます。 

広報 澤崎 

2018 年 10 月 14 日(日)に、北海道大学学術交流

会館におきまして第 29 回北海道臨床工学会が開

催されました。 

今回の大会は、9 月 6 日の胆振東部地震の影響

を受けまして開催自体が危ぶまれる中での開催

となりましたが、開催当日には数多くの会員の皆

様や学生、企業の方々がお越しくださり、総勢 422

名の参加となりました。 

今回の大会では、特別講演を札幌南一条病院 

院長 工藤靖夫先生にお願いし「CKD に対する最

新の治療戦略 2018」というテーマで講演頂きまし

た。また、教育講演では「遠隔モニタリングの効

果的な運用と未来の可能性」というテーマで東京

大学医学部附属病院 医療機器管理部 関谷崇

志先生に講演頂き、コメンテーターの名寄市立総

合病院の石田先生、八雲総合病院の田澤先生と共

に、心臓植込みデバイスの遠隔モニタリングにつ

いて討論いただきました。 

ランチョンセミナーは 3 講演あり、「AN69 を用

いた治療戦略」・「新生児呼吸管理におけるトピッ

クス～HFNC から NAVA まで」・「臨床工学技士

だからできる医工学連携と安全対策～輸液・シリ

ンジポンプ編～」とどれも違う分野の内容となっ

ており、どの会場に参加しようか悩んでいた方も

多くいらしたように感じられました。 

また、午後からは日本生体医工学会北海道支部

第 54回生体医工学研究会との共催企画として「研

究発表への第一歩を踏み出す」というテーマで、 

企業展示風景 会場風景 

3 名の先生に講演いただきました。150 席あった

会場も満席で、中には立ち見をしている方もおり

大盛況な会となっておりました。  

一般演題では 48 名の方が発表され、その中か

ら優秀演題には 6 演題がノミネートされ、今年の

最優秀演題には吉田学園医療歯科専門学校 臨

床工学科 長峰真人さんが発表した「心電図計測

時のハム雑音閾値の測定と PC が及ぼす影響につ

いて」が選ばれました。大宮会長からも、大変す

ばらしい発表で、思わず「すごい！」と驚きの声

をあげておられました。 

最優秀演題発表の様子 
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公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

広報委員会 

 

今回、北海道臨床工学会で発表された一般演題

を会誌に掲載いたします。掲載を希望される方

で、学会当日に投稿原稿を提出されていない方

は、「投稿・執筆規定」(平成 30 年 10 月 4 日改訂

版)に従い、下記の期日までに、チェックリストを

添えて投稿原稿を提出してください。提出は郵送

でもメールでも受け付けますが、なるべくはメー

ルでお願い致します。 

編集用に用意しているパソコン（Windows）に

は、Microsoft の Word2010 と Power Point2010

に対応できるようにしています。原稿には Word、

図表には Power Point を用い、上記環境にて正常

に動作するデータでお送りください。また、図表

は白黒に修正してからお送りください。 

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会誌

は、現在 ISSN、医学中央雑誌、メディカルオン

ラインに登録しております。今回発表される内容

を他学会にて全く同じ内容で論文投稿の予定が

ある場合は二重投稿とみなされますので、注意を

お願い致します。 

 

記 

 

締め切り日：2018 年 12 月 15 日（土）必着 

 

原稿送付先：〒070-8610 

北海道旭川市金星町 1 丁目 1-65 

市立旭川病院 臨床工学室 

澤崎 史明＜Sawasaki Fumiaki＞ 

電話：0166-24-3181 

Mail：f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp 

 

以上 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公益

社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ

または各記載の web サイトをご覧ください。 

****************************************** 

2019 年 1 月 19 日（土） 

「第 3 回 Y・ボードミーティング」 

 会場 北彩都病院会議室 

http://hcea.umin.ac.jp/ 

****************************************** 

2019 年 5 月 18 日（土）～19 日（日） 

「第 29 回日本臨床工学会」 

会場 マリオス（盛岡市民文化ホール）ほか 

http://www.jace2019iwate.jp/ 

****************************************** 

 

10 月 4 日（火）に行われた理事会で以下の報

告、協議がなされました。 

 

報告事項 

1. 事務局（新入会、退会報告） 

2. 財務報告 

3. 各委員会報告 

4. 災害報告 

5. 第 29 回北海道臨床工学会について 

6. 公益立ち入り監査について 

7. 総務省連携現状報告 

8. 経産省連携現状報告 

 

協議事項 

1. 第 30 回北海道臨床工学会について 

2. 組織委員会について 

3. 支部制導入について  

4. 会員区分の見直しについて 

5. 後援規程改定ついて 

6. 謝礼金等に関する内規について 
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今回対応した総勢 10名のスタッフ 

（最後は“とまチョップ”にちなみチョップポーズで） 
行列ができる血流量測定ブース 

平成３０年９月２３日日曜日、３連休の秋晴れの

中、苫小牧市において健康フェスタとまこまい２０１８

が開催されました。これは毎年健康増進普及月間に

合わせて苫小牧市で開催されているイベントで、市

民会館はじめ近隣３会場に分かれて、検診ほか血管

年齢測定や骨密度測定、歯科検診などさまざまなブ

ースが設けられます。 

北海道臨床工学技士会も昨年より足の血流量測

定のブースを開設しこのイベントに参加しています

が、昨年は測定器やスタッフ数不足から市民の行列

を捌ききれず６０名分の測定しかできなかったとの反

省点を踏まえ、今年は公益事業推進委員会６名＆

広報委員会２名＆サポーター２名の総勢 10 名で測

定器も２台に増やしての対応となりました。 

午前９時の開場間もなく血流量測定ブースにはご

高齢の方や日頃から足に不安を抱える方たちが

次々と訪れ、順番を待つ方たちで混み合いました。

測定器２台で対応しているとはいえ一人の測定に５

分ほどかかり部屋も手狭なため、部屋前に行列もで

きるほどの混雑ぶりでした。苫小牧市のスタッフの方

が配布していた整理券も午前中のうちに終了、最終

的には 125 名の測定を実施し、昨年の倍以上の

方々に測定を実施でき大盛況に終了しました。測定

結果を渡す際には業務紹介も兼ねて臨床工学技士 

会のリーフレットも一緒に手渡され、広報活動として

も非常に有意義なイベントとなりました。 

足の血流量測定という我々技士業務からはやや

縁遠い検査ですが、非常に人気が高いブースとな

り、苫小牧市のスタッフからもこのイベントの看板ブー

スと評されているとのことで、こちらとしても非常に嬉

しい限りです。非侵襲で測定できる短時間検査という

ことが市民ウケしているのか、はたまた“とまチョップ

ポイント”という謎めいたポイントが功を奏しているの

か、何はともあれ苫小牧市民の健康への意識が高い

のは事実の様です。 

臨床工学技士の知名度を少しでも向上させるため

に、こちら側から PR することしか考えていませんでし

たが、このように市民が求めているものを提供して集

客することで，少しずつでも臨床工学技士のことを身

近に感じてもらえれば知名度向上にも繋がるのかな

と感じた一日でした。休日にもかかわらずご協力いた

だいたスタッフの皆様、大変お疲れ様でした。  

広報 奥山 

  

測定結果説明の際にはリーフレットも配布 
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このコーナーは、２０１７年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、２０１８年 3 月に北海道ハイテクノロジー専門学校を卒業し現在、八雲総合病院に

て勤務中の久保沙織さんです。 

 

八雲総合病院 

久保 沙織さん 

 

私は、平成 30年 3月に北海道ハイテクノロジ

ー専門学校を卒業し、4 月より八雲総合病院に勤

務しています。入職当初は、不安と緊張の毎日で

上手くいかないことが多くありましたが、先輩方

の優しい指導のお陰で徐々に現場に慣れていくこ

とができました。 

当院の臨床工学技士は、血液浄化業務、機器管

理業務、心臓カテーテル業務、内視鏡業務を行っ

ており、現在私は、血液浄化業務に携わっていま

す。 

血液浄化業務では、プライミング、穿刺・返血

操作を始めとする透析全般の業務を行っていま

す。初めは、業務と患者さんの名前などを覚える

のに必死で全然周りが見えておらず、患者さんへ

の対応など一つ一つの行動が遅れることがありま

した。それから、日々業務に取り組み、患者さん

とコミュニケーションをたくさんとっていくこと

で少しずつ自分に余裕ができ、視野を広げて行動

することができるようになりました。 

 

しかし、その余裕から緊張感が薄れてしまい、

最近ではミスをしてしまうことがありました。今

は反省を活かして確認作業をしっかり行い、より

一層緊張感をもって行動することを心掛けていま

す。 

入職して 6か月程が経ちましたが、イレギュラ

ーなことが起こったりするとまだ上手く対応でき

ないことや、患者さんから透析に関して質問され

たとき、その場で解かりやすく答えることができ

ないことがあり、改めて自分の知識不足を感じる

ことが多々あります。1 年目だからこそ先輩方か

らたくさん知識を吸収し、自分でも透析治療や透

析装置に関して更に勉強していきたいと思いま

す。 

１年目の目標として、透析に関する知識や技術

をしっかり身に付け、次に行う機器管理業務に向

けて人工呼吸器や除細動器などの医療機器につい

ての知識も付けていきたいと思います。 

また、将来の目標として透析と内視鏡の認定資

格を目指し、臨床工学技士という仕事の魅力を沢

山の方々へ広めていけるように頑張りたいと思い

ます。 

 



2018-(6)           公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１８年１２月 



2018-(7)           公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１８年１２月 

  



2018-(8)             公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース           ２０１８年１２月 

 

北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院  臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 

 

印刷 
 

株式会社  プリントパック  

 

http://www.printpac.co.jp/  


